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流通・取引慣行ガイドラインの概要①

流通・取引慣行ガイドライン（「流通・取引慣行に関する独占禁止法上の指針」（平成３年７月策定））

我が国の流通・取引慣行について，どのような行為が，公正かつ自由な競争を妨げ，独占禁止法に違反するのかを具
体的に明らかにすることによって，事業者及び事業者団体の独占禁止法違反行為の未然防止とその適切な活動の展
開に役立てることを目的として策定されたもの。

流通・取引慣行ガイドライン（第１部：生産財・資本財の取引，第２部：消費財の流通取引）における取扱い
（垂直的制限行為）

1

取扱い 具体例

通常問題ない
責任地域制及び販売拠点制，いわゆる「選択的流通」，小売業者の販売方法（販売価格，販売地域及び販売先に関する制限並

びに価格に関する広告・表示の制限を除く。）に関する制限

「市場における有力な事業者」が行
う場合であって，市場閉鎖や価格維
持のおそれがある場合に違法

◎取引先業者に対する自己の競争者との取引の制限，◎流通業者の競争品の取扱いに関する制限，●厳格な地域制限

「市場における有力な事業者」以外
の事業者が行う場合であっても，価
格維持のおそれがある場合に違法

●地域外顧客への販売制限，●帳合取引の義務付け，●仲間取引の禁止

原則として違法 再販売価格の拘束，安売り業者への販売禁止，価格に関する広告・表示の制限

（※）「◎」は市場閉鎖のおそれの観点から，「●」は価格維持のおそれの観点から，それぞれ違法性を判断。

○ 「市場における有力な事業者」（市場シェア１０％以上又は上位３位以内であることが一応の目安）が特定の非価格制限行為を行う場合であって，市場閉鎖や

価格維持のおそれがあるときは，違法となる。

ただし，この目安を超えたのみで，その事業者の行為が違法とされるものではなく，当該行為によって，市場閉鎖や価格維持のおそれがあるときに違法となる。

○ 市場シェア１０％未満，かつ，上位４位以下である事業者が特定の非価格制限行為を行う場合には，通常，市場閉鎖や価格維持のおそれはなく，違法とはなら

ない。

→市場閉鎖や価格維持のおそれがある場合に違法

いわゆるセーフ・ハーバー



流通・取引慣行ガイドラインの見直し（各論①）

セーフ・ハーバーの見直し①

【現行】 【改正案】

市場シェア１０％未満 市場シェア２０％以下

・過去の審判決例における違反行為者の市場シェア

（非価格制限行為を違反と認定した過去の審判決例
の中には違反行為者の市場シェアが３０％以下のも
のがある。）
・知的財産ガイドラインにおけるセーフ・ハーバー
（市場シェア２０％以下）

市場における順位が上位４位以下 廃止

・順位基準によって，市場シェアが１０％未満の事
業者であっても，上位３位は，必ずセーフ・ハー
バーの適用対象外となる。

・順位基準の廃止によって，第１位の事業者であって
も，市場シェアが２０％以下であればセーフ・ハー
バーの適用対象となる。

2

かつ

第２部（消費財の流通取引）だけでなく第１
部（生産財・資本財の取引）も併せて改正



流通・取引慣行ガイドラインの概要②

流通業者の競争品の取扱いに関する制限

①流通業者の競争品の取扱いに関する制限
（例）

・メーカーが流通業者に対して，自社商品のみの取扱いを義務
付けること

・メーカーが流通業者に対して，競争者の商品の取扱いを制限
すること

流通業者の販売地域に関する制限

①責任地域制（メーカーが流通業者に対して，一定の地域を主
たる責任地域として定め，当該地域内において，積極的な販
売活動を行うことを義務付けること）

②販売拠点制（メーカーが流通業者に対して，店舗等の販売拠
点の設置場所を一定地域内に限定したり，販売拠点の設置場
所を指定すること）

③厳格な地域制限（メーカーが流通業者に対して，一定の地域
を割り当て，地域外での販売を制限すること）

④地域外顧客への販売制限（メーカーが流通業者に対して，一
定の地域を割り当て，地域外の顧客からの求めに応じた販売
を制限すること）

流通業者の取引先に関する制限

①帳合取引の義務付け（メーカーが卸売業者に対して，その販
売先である小売業者を特定させ，小売業者が特定の卸売業
者としか取引できないようにすること）

②仲間取引の禁止（メーカーが流通業者に対して，商品の横流
しをしないよう指示すること【安売りを行っている流通業者に対
して自己の商品が販売されないようにするために行われる場
合】）

③安売り業者への販売禁止（メーカーが卸売業者に対して，安
売りを行うことを理由に小売業者に販売しないようにさせること
及びメーカーが流通業者に対して，安売りを行うことを理由に
出荷停止を行うこと）

小売業者の販売方法に関する制限

①小売業者の販売方法に関する制限
（例）
・商品の説明販売を指示すること
・商品の宅配を指示すること

②価格に関する広告・表示の制限

・メーカーが小売業者に対して，店頭，チラシ等で表示する価格
について制限し，又は価格を明示した広告を行うことを禁止す
ること

・メーカーが自己の取引先である雑誌，新聞等の広告媒体に対
して，安売り広告や価格を明示した広告の掲載を拒否させるこ
と

3



流通・取引慣行ガイドラインの概要③

流通業者の競争品の取扱いに関する制限 流通業者の販売地域に関する制限

流通業者の取引先に関する制限小売業者の販売方法に関する制限

流通業者の競争品の取扱いに関する制限 セーフ・ハーバー

小

大

価
格
競
争
へ
の
影
響

厳格な地域制限 セーフ・ハーバー

4

責任地域制，販売拠点制 問題ない

地域外顧客への販売制限 価格維持効果が
あれば違法

原則違法安売り業者への販売禁止

帳合取引の義務付け
仲間取引の禁止

価格維持効果が
あれば違法

それ自体は
問題ない

販売方法を制限すること（販売価格、販売
地域及び販売先に関するものを除く。）

価格に関する広告・表示の制限 原則違法

小

大

価
格
競
争
へ
の
影
響

小

大

価
格
競
争
へ
の
影
響



流通・取引慣行ガイドラインの見直し（各論②）

地域外顧客への販売制限，帳合取引の義務付け，仲間取引の禁止

① 「地域外顧客への販売制限」は，「メーカーが流通業者に対して，一定の地域を割り当て，地域外の顧客からの求めに応じた
販売を制限すること」と記載しており，これはすなわち，メーカーが指定した地域以外の顧客との取引を一切禁止するものであ
る。

これにより，メーカーが指定した地域においては，顧客はエリア外の流通業者から購入することができなくなるため，流通業
者が顧客に対して，いわば独占的な地位を得て，価格を高く維持することにつながりやすい。

② 「帳合取引の義務付け」は，「メーカーが卸売業者に対して，その販売先である小売業者を特定させ，小売業者が特定の卸
売業者としか取引できないようにすること」と記載しており，これはすなわち，メーカーが指定した小売業者以外の小売業者との
取引を一切禁止するものである。

これにより，メーカーが指定した卸売業者と小売業者との取引関係においては，小売業者はメーカーが指定した卸売業者以
外の卸売業者から購入することができなくなるため，卸売業者が小売業者に対して，いわば独占的な地位を得て，価格を高く
維持することにつながりやすい。

③ 「仲間取引の禁止」は，「メーカーが流通業者に対して，商品の横流しをしないよう指示すること」であり，かかる横流しの禁止
は「安売りを行っている流通業者に対して自己の商品が販売されないようにするために行われる場合など」が対象となっている。

これらの行為類型は，価格競争への影響が大きい行為に限られるよう，極めて限定的な記載としていることから，セーフ・ハー
バーの適用対象とすることは適当ではない。

安売り業者への販売禁止，価格に関する広告・表示の制限

これらの行為は，一般的な取引先の制限や広告・表示の制限と異なり，価格を維持するおそれがあることから，セーフ・ハー
バーの適用対象とすることは適当ではない。

セーフ・ハーバーの見直し②

対象行為類型については，現行の対象行為を維持
○ 現在，第２部のセーフ・ハーバーの対象は，「流通業者の競争品の取扱いに関する制限」及び「流通業者の販

売地域に関する制限」のうち「厳格な地域制限」の２類型
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ＥＵ・日本の垂直制限規制
ＥＵ

日本

6

水平的協定（カルテル）

垂
直
的
協
定 水平的協定と垂直的協定はいずれも欧州

機能条約１０１条第１項により規制
※同１０１条第３項により一定の場合には同条第１項を
適用しないことを宣言することができる

垂
直
的
制
限

水平的制限（カルテル）

カルテル等の水平的制限は不当な取引制限（独占禁止法第３
条）として規制

取引の相手方の事業活動を拘束するものとして不公正な取引方
法（独占禁止法第１９条）として規制，又は，競争の実質的制限に
至る場合には私的独占（独占禁止法第３条）として規制



ＥＵのセーフ・ハーバーの概要

Ａ社
（３５％）

ａ社
（３２％）

ｂ社
（１５％）

ｃ社
（２０％）

（メ
ー
カ
ー
）

供
給
者

（流
通
業
者
）

購
入
者

セーフ・
ハーバー

供給者の
市場シェア
３０％以下

＋

購入者の
市場シェア
３０％以下

セーフ・ハーバーの適用

事業者単独の市場シェアが３０％以下の場合でも，同様の制限を行う複数のメーカー
の合計市場シェアが５０％超の場合には，セーフ・ハーバーを事後的に撤回（適用し
ない）することができる制度

累積的効果

Ｂ社
（２８％）

Ｃ社
（２７％）

セーフ・ハーバーの適用なし

7

・ＥＵでは，供給者及び購入者の双方について市場シェアが３０％以下であることが必要だが，流通・取引慣行ガ
イドラインの改正案は制限行為者の市場シェアのみで判断。

・ＥＵでは，同様の制限を行う複数のメーカーの合計市場シェアが５０％超の場合には，セーフ・ハーバーを事後
的に撤回（適用しない）することができる制度となっているが，流通・取引慣行ガイドラインの改正案では当該制
度は導入しない。



ＥＵ・日本のセーフ・ハーバーの対象行為類型比較（非価格制限行為）
ＥＵ 日本

行為類型 セーフ・ハーバー※１ 対応する行為類型 現行セーフ・ハーバー 改正案

単一ブランド制限

（競争品の取扱い制
限）

契約期間
５年以下

３０％以下

競争品の取扱い制限
１０％未満，かつ，
上位４位以下

２０％以下
契約期間
５年超

１５％以下※２

地域制限

能動的販売制限等 ３０％以下

責任地域制・販売拠点制
なし

問題とはならない

厳格な地域制限
１０％未満，かつ，
上位４位以下

２０％以下

受動的販売制限
なし

違法性が推定
地域外顧客への

販売制限
なし

価格維持のおそれがある場合に違法

取引先制限

能動的販売制限等 ３０％以下 － －

受動的販売制限
なし

違法性が推定
帳合取引の義務付け

なし
価格維持のおそれがある場合に違法

選択的流通 ３０％以下 選択的流通
なし

通常，問題とならない

※２ 「感知し得る程度に競争を制限しない重要性の低い協定に関する欧州委員会告示」（デ・ミニマス告示）による。なお，累積的効果
が問題となる場合には，同告示によりセーフ・ハーバーの市場シェア基準は５％に減じられる。 8

※１ ＥＵでは，同様の制限を行う複数のメーカーの合計市場シェアが５０％超の場合には，セーフ・ハーバーを事後的に撤回（適用しな
い）することができる制度となっているが，流通・取引慣行ガイドラインの改正案では当該制度は導入しない。
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ア
や
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位
を
採
用
す
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と
等
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つ
い
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 【
各
会
員
か
ら
の
意
見
】
 

○
 
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
，
Ｈ
Ｈ
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が
セ
ー
フ
・
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ー
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ー
の
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直
的
制
限
行
為
の
是
非
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
も
，
行
為
者
の
市
場
シ

ェ
ア
の
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る
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で
は
な
く
，
市
場
全
体
の
状
況
を
見
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判
断
す
る
の
は
ど
う
か
。
 

○
 
市
場
に
お
け
る
順
位
は
変
動
性
が
高
い
と
い
う
点
に
鑑
み
る
と
，
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
基

準
と
し
て
は
市
場
シ
ェ
ア
基
準
の
み
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
 

○
 
事
業
者
か
ら
す
る
と
，
自
社
の
市
場
シ
ェ
ア
を
厳
密
に
算
出
し
よ
う
と
す
れ
ば
，
分
母
と
な

る
市
場
規
模
を
工
業
統
計
や
商
業
統
計
か
ら
引
用
す
る
こ
と
と
な
る
が
，
商
業
統
計
は
毎
年
実

施
さ
れ
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
，
恒
常
的
に
自
社
の
厳
密
な
市
場
シ
ェ
ア
を
把
握
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
そ
の
意
味
で
は
，
把
握
す
る
こ
と
が
比
較
的
容
易
な
，
市
場
に
お
け
る
順
位
を
セ

ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
基
準
と
す
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
 

 海
外
（
Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
を
参
照
す
る
こ
と
に
つ
い
て
 

 

【
各
会
員
か
ら
の
意
見
】
 

○
 
Ｅ
Ｕ
に
は
い
く
つ
か
「
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
」
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
制
度
が
あ
り
，
そ
の

う
ち
，
一
括
適
用
免
除
規
則
に
よ
る
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
は
，
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
１
０
１
条
第

１
項
に
該
当
す
る
よ
う
な
垂
直
的
協
定
に
つ
い
て
，
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
，
Ｅ
Ｕ

機
能
条
約
第
１
０
１
条
第
３
項
の
要
件
を
満
た
し
た
も
の
と
し
て
合
法
の
推
定
を
与
え
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
，
デ
ミ
ニ
マ
ス
告
示
に
お
け
る
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
は
，
小
規
模
な

事
業
者
に
よ
る
協
定
に
つ
い
て
，
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
そ
も
そ
も
「
感
知
し
得
る

競
争
制
限
」
と
み
な
さ
ず
，
Ｅ
Ｕ
競
争
法
の
対
象
か
ら
外
す
も
の
で
あ
る
と
の
違
い
が
あ
る
。

流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
自
由
競
争
減
殺
の
考
え
方
と
い
う
の
は
，
デ
ミ
ニ

マ
ス
告
示
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
感
知
し
得
る
競
争
制
限
」
に
近
い
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
，
Ｅ

Ｕ
の
例
を
参
考
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
，
一
括
適
用
免
除
規
則
に
お
け
る
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
で

は
な
く
，
デ
ミ
ニ
マ
ス
告
示
に
お
け
る
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
を
参
考
す
る
の
も
一
案
で
あ
ろ

う
。
 

○
 
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
，
「
a
g
r
e
e
m
e
n
t
」
の
解
釈
と
し
て
，
メ
ー
カ
ー
が
強
制
力
を
も
っ
て
流
通

業
者
を
一
方
的
に
拘
束
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
，
多
く
の
場
合
，
「
黙
従
の
合
意
」
と
し
て
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「
a
g
r
e
e
m
e
n
t
」
の
一
つ
に
整
理
さ
れ
る
。
こ
の
点
，
我
が
国
に
お
い
て
も
，
例
え
ば
，
拘
束
条

件
付
取
引
に
つ
い
て
，
「
拘
束
条
件
を
付
し
て
取
引
す
る
」
と
い
う
広
義
の
「
a
g
r
e
e
m
e
n
t
」
が

存
在
す
る
と
捉
え
て
お
り
，
「
a
g
r
e
e
m
e
n
t
」
に
つ
い
て
，
Ｅ
Ｕ
と
比
較
的
近
い
捉
え
方
を
し
て

い
る
。
他
方
，
米
国
に
お
い
て
は
，
「
a
g
r
e
e
m
e
n
t
」
の
法
理
は
一
応
存
在
す
る
も
の
の
，
単
独

の
取
引
拒
絶
だ
け
で
取
引
を
打
ち
切
っ
た
場
合
に
は
，
取
引
拒
絶
に
関
す
る
例
外
的
な
ケ
ー
ス

と
し
て
，
適
法
と
す
る
特
殊
な
法
制
度
と
な
っ
て
お
り
，
我
が
国
や
Ｅ
Ｕ
と
は
異
な
る
立
て
付

け
に
な
っ
て
い
る
。
 

ま
た
，
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
，
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
事
後
的
に

撤
回
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
こ
ろ
，
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は
セ
ー
フ
・
ハ

ー
バ
ー
の

性
質
が
そ
も
そ
も
異
な
る
た
め
，
こ
う
し
た
制
度
的
な
違
い
に
は
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
 

さ
ら
に
，
デ
ミ
ニ
マ
ス
告
示
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
，
同
告
示
で
は
，
市
場
シ
ェ
ア
１
５
％

を
垂
直
的

制
限
行
為
に
お
け
る
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
と
し
て
い
る
が
，
累
積
シ
ェ
ア
が
３
０
％

以
上
に
な

る
場
合
に
は
，
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
が
５
％
に
下
が
る
立
て
付
け
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
，
事

後
的
に
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
が
変
動
す
る
と
い
う
点
で
，
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と

は
異
な
っ
て
い
る
。
 

 セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
市
場
シ
ェ
ア
基
準
の
水
準
や
対
象
行
為
類
型
に
つ
い
て
 

 

【
各
会
員
か
ら
の
意
見
】
 

○
 
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
具
体
的
な
基
準
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
，
例
え
ば
，
累
積
的
効

果
を
勘
案
し
事
後
的
に
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
が
撤
回
さ
れ
得
る
と
い
っ
た
，
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
な
例

外
的
な
取
扱
い
を
行
う
の
か
否
か
と
い
う
点
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
，
こ

れ
ら
の
例
外
的
な
取
扱
い
に
つ
い
て
の
検
討
と
併
せ
て
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
具
体
的
な
基
準

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
 

○
 
現
在
の
家
電
業
界
に
お
け
る
流
通
実
態
を
踏
ま
え
る
と
，
現
行
の
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
基
準

を
緩
和
し
，
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
垂
直
的
制
限
行
為
が
認
め
ら
れ
る
余
地
を
広
げ
て
ほ
し
い
。
 

具
体
的
に
は
，
市
場
シ
ェ
ア
を
Ｅ
Ｕ
並
み
の
３
０
％
に
引
き
上
げ
，
順
位
基
準
を
不
問
と
す

べ
き
で
あ

る
。
ま
た
，
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
が
認
め
ら
れ
る
行
為
を
，
流
通
業
者
の
取
引
先
に

関
す
る
制

限
や
小
売
業
者
の
販
売
方
法
に
関
す
る
制
限
も
含
め
た
非
価
格
制
限
行
為
全
般
に
拡

大
す
る
ほ

か
，
流
通
業
者
の
取
引
先
に
関
す
る
制
限
の
一
つ
で
あ
る
安
売
り
業
者
へ
の
販
売
禁

止
及
び
小

売
業
者
の
販
売
方
法
に
関
す
る
制
限
の
一
つ
で
あ
る
広
告
・
表
示
方
法
の
制
限
に
つ

い
て
は
，

セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
に
該
当
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
，
価
格
維
持
の
お
そ
れ
が
な

け
れ
ば
違

法
に
な
ら
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
ほ
し
い
。
 

○
 
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
立
て
付
け
と
し
て
，
現
在
は
，
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
に
合
致
す
る
か

否
か
と
い
う
１
つ
の
基
準
し
か
な
い
が
，
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
「
競
争
を
実
質

的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
と
は
通
常
考
え
ら
れ
な
い
」
と
さ
れ
る
基
準
と
，
「
競
争
を
実
質

的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
は
小
さ
い
と
通
常
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
る
基
準
の
２
段

構
え
の
基
準
が
採
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
，
複
数
の
基
準
を
設
け
る
こ
と
も
，
事
業
者
の
予
測

可
能
性
に
資
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
，
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
。
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○
 
現
行
の
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
市
場
シ
ェ
ア
基
準
を
引
き
上
げ
る
こ
と
自
体

は
，
会
員
の
総
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
市
場
シ
ェ
ア
の
水
準
に
つ
い
て
は
，
公
正
取
引
委
員
会
が
所
管
す
る

他
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
と
整
合
性
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
独

占
禁
止
法

第
１
９
条
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
の
だ
か
ら
，
同
じ
独
占
禁
止
法
第
１
９
条
に

関
す
る
他

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
基
準
が
異
な
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
，
整
合
性

の
観
点
か

ら
は
，
独
占
禁
止
法
第
１
９
条
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
知
的
財
産
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
セ
ー
フ

・
ハ
ー
バ
ー
の
水
準
を
踏
ま
え
，
少
な
く
と
も
２
０
％
ま
で
は
引
き
上
げ
る
こ
と
が

妥
当
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
 

○
 
相
談
事
例
集
で
は
，
市
場
シ
ェ
ア
が
２
０
％
程
度
の
事
業
者
が
行
う
非
価
格
制
限
行
為
を
独

占
禁
止
法
上
問
題
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
た
事
例
が
あ
る
。
ま
た
，
市
場
の
画
定
の
仕
方

に
よ
っ
て
は
，
単
一
ブ
ラ
ン
ド
で
市
場
が
成
立
し
た
り
，
あ
る
程
度
の
カ
テ
ゴ
リ
で
市
場
が
成

立
す
る
こ
と
が
あ
る
点
を
踏
ま
え
る
と
，
市
場
シ
ェ
ア
基
準
と
し
て
は
２
０
％
が
限
界
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 

累
積
的
効
果
を
考
慮
す
る
こ
と
に
つ
い

て
 

 

【
各
会
員
か
ら
の
意
見
】
 

○
 
垂
直
的
制
限
行
為
を
行
う
事
業
者
の
市
場
シ
ェ
ア
が
低
い
場
合
で
あ
っ
て
も
，
他
の
事
業
者

が
同
時
並
行
的
に
垂
直
的
制
限
行
為
を
行
い
，
例
え
ば
，
そ
の
累
積
シ
ェ
ア
が
８
０
％
を
超
え

る
よ
う
な
場
合
に
は
市
場
閉
鎖
効
果
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
，
一
定
の
場
合
に
は

累
積
的
効
果
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
 

○
 
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
は
，
事
業
者
が
安
心
感
を
持
っ
て
事
業
活
動
を
行
う
た
め
の
基
準
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
，
累
積
的
効
果
の
考
え
方
を
導
入
す
る
と
，
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
に

該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
，
事
後
的
に
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
を
撤
回
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
，
ま
た
，
他
の
事
業
者
の
市
場
シ
ェ
ア
を
把
握
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
，
事
業
者
に
不

安
感
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
他
方
で
，
市
場
シ
ェ
ア
の
低
い
事
業
者
が
横
並
び
で

同
様
の
行
為
を
行
っ
た
結
果
，
多
数
の
流
通
経
路
が
閉
鎖
さ
れ
る
と
い
っ
た
特
殊
な
事
案
に
対

応
す
る
た
め
に
は
，
累
積
的
効
果
を
考
慮
す
る
こ
と
に
一
定
の
意
味
が
あ
る
。
 

た
だ
し
，
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
，
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
，
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
に
該

当
す
る
場

合
で
あ
っ
て
も
事
後
的
に
撤
回
す
る
こ
と
が
可
能
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
，

流
通
・
取

引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
性
質
が
そ
も
そ
も
異
な
る
た

め
，
こ
う

し
た
制
度
的
な
違
い
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

 

「
市
場
」
の
考
え
方
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
 

 

【
各
会
員
か
ら
の
意
見
】
 

○
 
市
場
画
定
に
つ
い
て
は
，
単
一
の
ブ
ラ
ン
ド
で
市
場
を
画
定
で
き
る
場
合
と
,
あ
る
程
度
広
い

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
市
場
が
画
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
こ
ろ
,
市
場
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
追
記
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
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○
 
流
通
分
野
に
お
い
て
は
，
一
定
の
市
場
を
確
定
的
に
捉
え
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
難
し
く
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
 

○
 
差
別
化
さ
れ
た
製
品
の
市
場
の
場
合
に
は
，
市
場
画
定
が
非
常
に
難
し
い
。
こ
の
点
，
市
場

画
定
の
方
法
に
よ
っ
て
は
，
狭
い
市
場
が
画
定
さ
れ
，
市
場
シ
ェ
ア
が
高
く
算
出
さ
れ
た
結

果
，
事
業
者
の
予
想
に
反
し
て
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
対
象
か
ら
外
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

Ｅ
Ｕ
の
垂
直
的
制
限
規
制
に
お
い
て
は

S
S
N
I
P
テ
ス
ト
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
，
S
S
N
I
P
テ
ス
ト

を
用
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
，
差
別
化
さ
れ
た
製
品
の
市
場
を
画
定
す
る
こ
と
は
，
実
際
に
は

非
常
に
難
し
い
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
，
市
場
を
ど
の
よ
う
に
画
定
す
る
の
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
，
様
々
な
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
，
簡
単
に
結
論
を
出
す
こ
と
は
極
め
て
難
し

い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 流
通
業
者
に
よ
る
垂
直
的
制
限
行
為
の
取
扱
い
に
つ
い
て
 

 

【
各
会
員
か
ら
の
意
見
】
 

○
 
流
通
業
者
に
よ
る
垂
直
的
制
限
行
為
に
つ
い
て
考
え
方
を
盛
り
込
む
場
合
に
は
，
優
越
的
地

位
の
濫
用
と
い
う
日
本
独
自
の
観
点
か
ら
捉
え
る
の
で
は
な
く
，
自
由
競
争
減
殺
の
観
点
か
ら

捉
え
る
方
が
対
外
的
に
説
明
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
，
流
通
業
者
が
メ
ー
カ
ー
に
対

し
て
行
う
垂
直
的
制
限
行
為
の
中
に
は
，
優
越
的
地
位
の
濫
用
ほ
ど
強
制
性
が
な
い
も
の
も
多

い
た
め
，
そ
う
し
た
行
為
に
つ
い
て
も
射
程
に
収
め
ら
れ
る
よ
う
な
記
載
振
り
に
し
て
お
く
方

が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
，
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
に
購
入
者
基
準
を
導
入
す
る

か
否
か
な
ど
，
流
通
業
者
に
よ
る
垂
直
的
制
限
行
為
に
つ
い
て
は
，
全
体
見
直
し
の
際
に
考
え

方
を
整
理
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
 

 

そ
の
他
 

 

【
各
会
員
か
ら
の
意
見
】
 

○
 
垂
直
的
制
限
行
為
に
関
す
る
経
済
分
析
に
つ
い
て
は
，
現
状
，
理
論
的
分
析
は
そ
れ
な
り
に

あ
る
が
，
実
証
的
分
析
は
ま
だ
ま
だ
数
が
少
な
く
，
ま
た
そ
の
分
析
結
果
も
異
な
っ
て
お
り
，

発
展
途
上
の
状
況
に
あ
る
。
ま
た
，
「
『
合
理
の
原
則
を
適
用
す
る
に
当
た
っ
て
ど
の
よ
う
な

手
順
が
必
要
か
』
と
い
う
点
を
経
済
学
の
領
域
か
ら
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
す

る
論
文
は
こ
こ
２
年
間
で
現
れ
始
め
て
い
る
が
，
具
体
的
な
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な

い
の
が
実
情
で
あ
る
。
 

○
 
家
電
業
界
か
ら
の
要
望
書
で
は
，
「
安
売
り
業
者
へ
の
販
売
禁
止
」
に
つ
い
て
，
価
格
維
持

の
お
そ
れ
が
な
い
場
合
に
は
違
法
で
な
い
こ
と
を
明
記
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
が
，
そ
も
そ

も
，
安
売
り
業
者
へ
の
販
売
を
禁
止
し
て
，
価
格
維
持
効
果
が
な
い
場
合
と
い
う
の
は
想
定
し

に
く
い
の
で
は
な
い
か
。
 

 

以
上
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概
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 ５

 
議
事
概
要
 

事
務
局
か
ら
，
説
明
資
料
（
配
布
資
料
１
及
び
２
）
に
基
づ
き
説
明
が
あ
り
，
次
に
，
中
尾
会
員
か

ら
，
同
会
員
が
提
出
し
た
資
料
（
配
布
資
料
３
）
に
基
づ
き
説
明
が
あ
り
，
そ
の
後
，
議
論
を
行
っ

た
。
 

各
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
意
見
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。
 

 

セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
見
直
し
の
範
囲
に
つ
い
て
 

 【
各
会
員
か
ら
の
意
見
】
 

○
 
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
第
１
部
（
生
産
財
・
資
本
財
に
関
す
る
事
業
者
間
取
引
）

で

セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
が
導
入
さ
れ
て
い
る
の
は
，
第
２
部
（
消
費
財
に
関
す
る
流
通
取
引
）
と
ほ
ぼ

パ
ラ
レ
ル
な
記
載
内
容
と
な
っ
て
い
る
競
争
品
の
取
扱
い
制
限
な
の
で
，
こ
の
よ
う
な
第
２
部
と
連

動
す
る
行
為
類
型
に
つ
い
て
は
，
今
般
の
見
直
し
の
範
囲
に
含
め
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
 

○
 
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
う
ち
第
３
部
（
輸
入
総
代
理
店
）
に
つ
い
て
は
，
第
１
部

及

び
第
２
部
と
性
質
が
異
な
る
も
の
で
あ
り
，
今
般
の
見
直
し
対
象
か
ら
は
除
外
し
て
よ
い
の
で
は
な

い
か
。
 

○
 
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
が
，
「
合
理
の
原
則
」
に
基
づ
い
て
競
争
促
進
効
果
と
競
争
制
限
効
果
を

個

別
に
判
断
す
る
こ
と
な
く
，
「
競
争
減
殺
の
効
果
は
軽
微
で
あ
る
」
こ
と
を
統
一
的
に
認
定
す
る
基

準
で
あ
る
点
や
諸
外
国
の
事
例
を
踏
ま
え
る
と
，
第
１
部
と
第
２
部
は
一
律
に
見
直
し
を
行
う
方
が

整
理
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。
 

 セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
水
準
，
順
位
基
準
に
つ
い
て
 

 

【
各
会
員
か
ら
の
意
見
】
 

○
 
知
財
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
は
「
原
則
，
競
争
減
殺
効
果
が
軽
微
で
あ

る
」
と
い
う
記
載
振
り
に
な
っ
て
お
り
，
「
違
法
と
な
ら
な
い
」
と
は
言
っ
て
い
な
い
た
め
，
違
法

と
な
る
場
合
に
つ
い
て
別
途
作
文
が
可
能
な
の
に
対
し
て
，
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お

け
る
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
は
，
「
通
常
，
違
法
と
な
ら
な
い
」
と
い
う
厳
格
な
記
載
振
り
と
な
っ
て

お
り
，
そ
の
よ
う
な
作
文
は
で
き
な
い
。
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー

を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
，
作
文
の
余
地
の
な
い
，
知
財
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ
り
も
厳
格
な
現
行
の

セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
記
載
振
り
を
維
持
す
る
の
か
と
い
う
点
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

○
 
家
電
業
界
の
流
通
実
態
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
す
る
が
，
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ

イ

ン
は
全
て
の
業
種
に
適
用
さ
れ
る
た
め
，
家
電
業
界
に
お
け
る
流
通
実
態
の
変
化
の
み
を
勘
案
し
て

市
場
シ
ェ
ア
基
準
を
設
定
す
る
と
，
そ
こ
ま
で
変
化
の
起
き
て
い
な
い
家
電
業
界
以
外
の
業
種
で
従

来
型
の
垂
直
的
制
限
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
，
当
該
行
為
に
よ
っ
て
競
争
に
悪
影
響
が
生
じ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
，
市
場
シ
ェ
ア
基
準
の
水
準
は
低
め
に
設
定
す
る
方
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
。
 

○
 
現
在
，
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
適
用
対
象
と
な
っ
て
い
る
行
為
類
型
の
う
ち
，
ブ
ラ
ン
ド
間
競

争

を
制
限
す
る
排
他
条
件
付
取
引
に
当
た
る
よ
う
な
行
為
類
型
と
横
並
び
で
ブ
ラ
ン
ド
内
競
争
を
制
限
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す
る
行
為
類
型
に
つ
い
て
も
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
市
場
シ
ェ
ア
基
準
を
引
き
上
げ
て
よ
い
の
か
は

難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

○
 
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
は
，
垂
直
的
制
限
行
為
に
関
す
る
も

の

な
の
で
，
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
垂
直
型
企
業
結
合
に
係
る
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
（
２

５
％
）
よ
り
も
高
い
「
３
０
％
」
と
い
う
水
準
で
も
よ
い
と
い
う
意
見
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
，

同
じ
垂
直
型
で
「
２
５
％
」
よ
り
も
高
い
「
３
０
％
」
と
す
る
こ
と
に
は
違
和
感
を
覚
え
る
。
 

○
 
事
業
者
に
と
っ
て
の
安
心
感
の
観
点
か
ら
は
，
仮
に
，
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
市
場
シ
ェ
ア
基

準

を
「
２
０
％
」
と
す
る
場
合
に
は
，
別
途
，
市
場
シ
ェ
ア
が
「
２
０
％
超
３
０
％
以
下
」
の
場
合
に

は
，
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
（
「
通
常
，
違
法
と
は
な
ら
な
い
」
基
準
に
加
え
て
）

「
通
常
，
問
題
と
な
る
お
そ
れ
は
小
さ
い
」
と
い
っ
た
記
載
を
追
加
す
る
の
も
一
案
で
は
な
い
か
。
 

○
 
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
「
通
常
，
問
題
と
な
る
お
そ
れ
は
小
さ
い
」
と
い
っ
た
記

載

を
追
加
す
る
と
，
か
え
っ
て
法
的
安
定
性
が
低
下
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

○
 
家
電
業
界
だ
け
を
み
て
み
て
も
，
掃
除
機
の
よ
う
に
成
熟
化
が
進
ん
だ
商
品
カ
テ
ゴ
リ
だ
け
で

は

な
く
，
デ
ジ
タ
ル
商
材
の
よ
う
に
新
規
参
入
が
盛
ん
で
成
長
が
望
め
る
商
品
カ
テ
ゴ
リ
も
あ
り
，
市

場
の
状
況
に
よ
っ
て
，
市
場
シ
ェ
ア
の
意
味
合
い
が
異
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
，
全
て
の
業
界
に

適
用
さ
れ
る
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
と
し
て
は
，
抑
制
的
な
水
準
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

○
 
Ｅ
Ｕ
の
一
括
適
用
免
除
規
則
に
よ
る
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
は
，
累
積
的
効
果
を
考
慮
し
て
事
後

的

に
撤
回
で
き
る
と
い
う
制
度
を
前
提
に
市
場
シ
ェ
ア
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
，
仮
に
，
そ

う
し
た
制
度
を
導
入
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
，
「
３
０
％
」
と
い
う
数
値
の
み
を
抜
き
出
し
て
参
照
す

る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
。
 

○
 
①
同
じ
法
第
１
９
条
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
知
財
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー

（
２
０
％
）

と
の
整
合
性
及
び
②
過
去
の
審
判
決
例
に
お
い
て
市
場
シ
ェ
ア
２
０
％
を
境
に
違
反
事

例
が
多
く
な

っ
て
い
る
点
を
踏
ま
え
る
と
，
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ

ー
の
市
場
シ

ェ
ア
基
準
は
「
２
０
％
」
と
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
。
 

○
 
小
売
段
階
で
は
そ
も
そ
も
市
場
を
ど
う
画
定
す
る
か
が
難
し
い
た
め
市
場
シ
ェ
ア
を
算
出
す
る

こ

と
が
難
し
い
が
，
そ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
，
市
場
に
お
け
る
順
位
で
あ
れ
ば
お
お
よ
そ
把
握
で
き
る

こ
と
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
，
順
位
基
準
は
存
置
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
 

○
 
市
場
シ
ェ
ア
基
準
が
算
出
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
，
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー

は

「
市
場
シ
ェ
ア
２
０
％
未
満
又
は
売
上
高
の
順
位
が
５
位
以
下
」
と
し
て
は
ど
う
か
。
順
位
が
５
位

以
下
で
あ
れ
ば
，
市
場
シ
ェ
ア
は
必
然
的
に
２
０
％
を
下
回
る
こ
と
に
な
る
た
め
，
「
５
位
以
下
」

と
い
う
基
準
自
体
に
何
か
意
味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
，
「
２
０
％
」
と
い
う
市
場
シ
ェ
ア
基
準

を
言
い
換
え
た
表
現
と
し
て
，
「
５
位
以
下
」
と
い
う
順
位
基
準
を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。
 

○
 
事
業
者
の
立
場
か
ら
は
，
競
争
者
の
正
確
な
市
場
シ
ェ
ア
等
は
把
握
で
き
な
い
た
め
，
順
位
基

準

は
望
ま
し
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。
 

一
方
，
「
２
０
％
未
満
又
は
５
位
以
下
」
と
い
う
よ
う
な
基
準
で
あ
れ
ば
，
事
業
者
に
と
っ
て
分

か
り
や
す
い
と
い
う
面
も
あ
る
の
で
，
基
準
の
一
つ
と
し
て
あ
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

○
 
自
分
が
所
属
す
る
組
織
内
で
検
討
し
た
際
に
は
，
規
制
改
革
実
施
計
画
上
の
措
置
時
期
（
平
成

２

７
年
度
内
）
と
の
関
係
で
，
時
間
的
な
余
裕
が
な
い
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
も
の
の
，
価
格
維
持
効

果
に
着
目
し
た
競
争
回
避
型
の
行
為
類
型
と
市
場
閉
鎖
効
果
に
着
目
し
た
競
争
者
排
除
型
の
行
為
類

型
で
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
水
準
が
同
じ
で
よ
い
の
か
，
ま
た
，
ブ
ラ
ン
ド
内
競
争
を
制
限
す
る
行
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為
類
型
と
ブ
ラ
ン
ド
間
競
争
を
制
限
す
る
行
為
類
型
で
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
水
準
が
同
じ
で
よ
い

の
か
と
い
っ
た
点
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
議
論
が
あ
っ
た
。
 

○
 
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
は
，
事
業
者
に
と
っ
て
の
分

か

り
や
す
さ
の
観
点
か
ら
一
応
の
目
安
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
が
，
こ
れ
に
対
し
，
Ｅ
Ｕ
の
一
括
適

用
免
除
規
則
に
お
け
る
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
は
，
供
給
者
側
と
購
入
者
側
の
双
方
の
市
場
シ
ェ
ア
を

考
慮
す
る
な
ど
複
雑
な
立
て
付
け
と
な
っ
て
お
り
，
Ｅ
Ｕ
の
一
括
適
用
免
除
規
則
に
お
け
る
セ
ー

フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
数
値
の
み
を
抜
き
出
し
て
参
照
す
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
。

 

 

セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
対
象
行
為
類
型
に
つ
い
て
 

 

【
各
会
員
か
ら
の
意
見
】
 

○
 
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
が
事
業
者
に
安
心
感
を
与
え
る
役
目
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
，
現
行
，
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
行
為

類
型
に
つ
い
て
，
引
き
続
き
適
用
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

○
 
市
場
閉
鎖
型
の
行
為
類
型
に
つ
い
て
は
市
場
シ
ェ
ア
基
準
の
引
上
げ
を
行
う
一
方
，
厳
格
な
地

域

制
限
な
ど
競
争
回
避
型
の
行
為
類
型
に
つ
い
て
は
そ
も
そ
も
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
を
廃
止
す
る
と
い

う
の
も
一
案
で
は
な
い
か
。
 

○
 
販
売
方
法
に
関
す
る
制
限
の
う
ち
流
通
業
者
の
コ
ス
ト
負
担
が
大
き
い
も
の
に
つ
い
て
は
，
最

終

商
品
の
販
売
価
格
に
つ
い
て
価
格
維
持
効
果
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
，
特
に
，
差
別
化
さ
れ
た
商

品
に
つ
い
て
そ
の
よ
う
な
制
限
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
，
市
場
シ
ェ
ア
に
か
か
わ
ら
ず
規
制
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
，
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
対
象
行
為
類
型
の
拡
大
に
は
慎
重

に
な
る
べ
き
で
あ
る
。
実
際
，
過
去
の
審
判
決
例
に
お
い
て
も
，
市
場
シ
ェ
ア
２
０
％
以
下
で
違
法

と
さ
れ
た
事
案
に
は
，
か
な
り
差
別
化
さ
れ
た
商
品
が
多
い
。
事
業
者
側
と
し
て
，
そ
れ
で
も
な
お

セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
対
象
行
為
類
型
を
拡
大
す
べ
き
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
，
全
体
見
直
し
で
改

め
て
検
討
す
れ
ば
足
り
る
の
で
は
な
い
か
。
 

○
 
例
え
ば
，
同
一
の
流
通
業
者
に
対
し
て
，
「
地
域
外
顧
客
へ
の
販
売
制
限
」
，
「
帳
合
取
引
の

義

務
付
け
」
及
び
「
仲
間
取
引
の
禁
止
」
が
並
行
的
・
重
畳
的
に
課
さ
れ
る
場
合
に
は
，
価
格
維
持
効

果
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
，
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
適
用
対
象
行
為
類
型
を
拡

大
す
る
こ
と
に
は
慎
重
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。
 

○
 
事
業
者
と
し
て
は
，
現
行
の
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
対
象

と

さ
れ
て
い
る
行
為
類
型
に
つ
い
て
は
，
価
格
維
持
効
果
に
着
目
し
た
行
為
類
型
で
あ
っ
て
も
，
引
き

続
き
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
対
象
行
為
類
型
と
し
て
も
ら
い
た
い
。
 

○
 
小
売
業
者
と
し
て
は
，
テ
リ
ト
リ
ー
制
や
販
売
先
制
限
に
つ
い
て
，
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
対

象

行
為
類
型
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
は
反
対
で
あ
る
。
 

○
 
「
仲
間
取
引
の
禁
止
」
を
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
適
用
対
象
行
為
類
型
と
し
た
場
合
に
は
，
イ

ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
与
え
る
悪
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
は
商
圏
の
制
限
が
な
い
た
め
本
来
的
に
は
寡
占
化
が
進
み
や
す
い
は
ず
だ
が
，
中
小
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
通
販
業
者
が
ど
こ
か
か
ら
商
品
を
仕
入
れ
て
，
比
較
サ
イ
ト
で
ゲ
リ
ラ
的
に
安
売
り
を
行

う
こ
と
で
寡
占
化
が
防
が
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
こ
の
点
，
仲
間
取
引
に
よ
る
仕
入
れ
は
，
中
小

事
業
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
参
入
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
と
い
う
意
味
で
参
入
障
壁
を
押
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し
下
げ
る
効
果
が
あ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
，
中
小
事
業
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
へ

の
参
入
容
易
性
を
担
保
す
る
た
め
に
は
，
仲
間
取
引
の
禁
止
を
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
対
象
行
為
類

型
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
 

○
 
垂
直
的
制
限
行
為
に
つ
い
て
は
，
「
合
理
の
原
則
」
に
基
づ
い
て
競
争
促
進
効
果
と
競
争
制
限

効

果
の
双
方
が
勘
案
さ
れ
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
る
と
，
一
定
の
市
場
シ
ェ
ア
水
準
ま
で
で
あ
れ
ば
，

事
業
者
に
あ
る
程
度
自
由
な
事
業
活
動
を
認
め
る
こ
と
が
適
切
だ
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
，
現
行
の

流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
適
用
対
象
と
な
っ
て
い
る
行
為
類
型
に

つ
い
て
は
，
引
き
続
き
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
適
用
対
象
と
す
る
こ
と
が
適
切
で
は
な
い
か
。
 

○
 
過
去
の
違
反
事
例
に
お
い
て
，
「
帳
合
取
引
の
義
務
付
け
」
，
「
仲
間
取
引
の
禁
止
」
又
は
「

安

売
り
業
者
へ
の
販
売
禁
止
」
が
再
販
売
価
格
維
持
行
為
の
実
効
性
確
保
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
，
こ
れ
ら
の
行
為
を
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
の
適
用
対
象
行
為
類
型
と
す
る
こ

と
は
不
適
切
で
あ
る
。
 

 「
市
場
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
 

 

【
各
会
員
か
ら
の
意
見
】
 

○
 
Ｅ
Ｕ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
Ｓ
Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
を
採
用
し
て
い
る
が
，
独
占
禁
止
法
は
，
Ｅ
Ｕ
と
異

な

り
，
法
第
３
条
と
法
第
１
９
条
の
２
本
立
て
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
，
法
第
１
９
条
の
適
用
に
当
た

っ
て
は
，
市
場
画
定
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
，
「
市
場
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
現
在

の
記
載
の
ま
ま
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
 

○
 
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
，
法
第
１
９
条
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
か

ら
，
「
市
場
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
，
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
よ
う
な
厳
密
な
記
載
ま
で
は
必

要
な
い
の
で
は
な
い
か
。
 

○
 
「
市
場
」
の
考
え
方
を
具
体
的
に
記
載
す
る
と
，
市
場
が
狭
く
画
定
さ
れ
や
す
く
な
る
と
考
え

ら

れ
る
た
め
，
事
業
者
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
好
ま
し
く
な
い
。
 

○
 
差
別
化
さ
れ
た
商
品
に
つ
い
て
垂
直
的
制
限
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
，
当
該
商
品
の
み
で
市
場

を

画
定
す
る
の
か
，
従
来
の
商
品
カ
テ
ゴ
リ
の
一
部
と
し
て
市
場
を
考
え
る
の
か
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。
 

○
 
セ
ー
フ
・
ハ
ー
バ
ー
と
し
て
市
場
シ
ェ
ア
基
準
を
採
用
す
る
以
上
，
「
市
場
」
を
ど
の
よ
う
に

考

え
る
べ
き
か
と
い
う
論
点
は
重
要
で
あ
る
。
市
場
画
定
の
方
法
と
し
て
Ｓ
Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
が
適
当
か
と
い

う
点
に
関
し
て
は
，
理
論
的
に
確
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
，
参
考
の
一
つ
と
す
る
こ
と
は
あ

り
得
る
か
も
し
れ
な
い
が
，
Ｓ
Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
の
み
で
「
市
場
」
を
捉
え
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。
 

 そ
の
他
 

 

【
各
会
員
か
ら
の
意
見
】
 

○
 
今
後
の
全
体
見
直
し
に
お
い
て
は
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
流
通
・
取
引
慣
行
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン

上
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
の
か
と
い
う
点
が
大
き
な
論
点
に
な
る
。
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
も
，
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
，
能
動
的
販
売
制
限
と
受
動
的
販
売
制
限
の
関
係
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
の

か
苦
心
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
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以
上
 


